
令和６年度 紀の川市立安楽川小学校スクールプラン 
 
 

【学 校 教 育 目 標】 
知・徳・体の調和のとれた児童の育成 
～個別最適な学びと協働的な学びを通して～ 

 
【めざす児童像】 

自分で考え よく学ぶ子供 
                        思いやりのある豊かな心をもち 助け合う子供 

勤労を尊び すすんで実践する子供 

                       自らすすんで体を鍛える子供 

新しいものをつくり出そうとする子供 
 

 
 

 
    「子どもファースト」を合言葉に           学校・家庭・地域との連携    

    研究テーマ「筋道立てて考えたことを表現し合える子供の育成」 

     ＜安楽川小学校の取り組みの柱＞ 

 【確かな学力の向上】            【具体的な方策】                   【指標】     

○学ぶことへの興味・関心を高め、学びの基盤をつくる。     ○ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業づくりをおこなう。         ○授業がよくわかる…９０％ 
○基礎・基本の確実な定着を図る。              ― ○どの子にもわかる授業の工夫をおこなう。             ― ○自分の考えを発表する…８0％ 
○子供の自尊感情を高め、主体性を育む。            ○学習形態の工夫とTTや少人数指導等の効果的な組合せを充実させる。  ○全国学調の正答率全国平均以上 
○学年に応じた学びと学びの連続性を踏まえた教育の充実を図る。 ○「安楽川スタンダード」「家庭学習のすすめ」の推進                  ○県学調の基礎・活用とも県平均以上 
○個別最適な学び及び協働的な学びを充実させる。         

 
 【豊かな心や健康な体の育成、社会性の向上】  【具体的な方策】                              【指標】 
○学校生活の中で、自己を見つめ他者を思いやり、いじめを許さ  ○いじめ防止に向けた指導の徹底と安心・安全な学校づくりをめざす。   ○学校が楽しいと感じる…9５％ 
 ない環境づくりに努める。                 ― ○人として必要な規範意識を身に付けさせ、自己肯定感を高める。   ― ○いじめの解消率…100％ 
○人の喜びや悲しみに共感し、人権尊重の精神を育成する。    ○学校・保護者・地域と共に子供達への教育活動を推進する。       ○チャレンジランキング入賞 
○道徳・人権教育の充実を図る。                ○相談活動やケース会議はチームで対応する。              ○学校のきまりや社会のきまりを 
○共生社会を意識した教育の充実に努める。           ○「朝の運動」の時間を活用し、チャレンジランキングに取り組む。     守る…９５％ 

 
【学校と家庭、地域社会との関係や連携】    【具体的な方策】                 【指標】 
○安心・安全な学校づくりを進める。              ○学校運営協議会、育友会、民生児童委員懇談会との交流を進め、学校     ○提言事項の取り組み…100％ 
○開かれた学校づくりを推進する。              ―  への提言をもとに職員会議等で協議する。                 ― ○保護者アンケートの｢学校の様子｣ 
○保護者・地域・関係機関との連携を密にする。         ○避難訓練では関係機関の協力を得て具体的な行動を体得させる。         の理解…9５％ 

 

    紀の川市の教育指針 
一人一人の子供が主語となる学校教育の

実現を目指して 

 
    めざす教師像 

 

めざす授業 

 
児童の実態 

 反省点を改善したりしようとする気持ちが
弱い。 

 


